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～国立国会図書館のデータベースから閲覧ができます！～

当社の強みである研究開発部。日本のモノづくりの発展のため
「Nitto Technical Report」で、
技術情報を公開しています

京都府綾部市井倉町梅ヶ畑20番地／日東精工株式会社経営企画室発行

日東精工は毎年「日東テクニカルレポート（Nitto Technical Report）」を発行しています。
当社技術を外部に広く公表し技術力の高揚を図り、当社の技術に対する積極的取組み姿勢を鼓舞し、
イメージアップならびに会社事業の進展を図ることを目的にするものです。
今号では当社がこのテクニカルレポートを発行し続けている意義をご紹介します。

「日東テクニカルレポー

ト」は1963年に創刊。当

初は「日東ニュース」と

いうタイトルでした。折

しも東京オリンピックが

開催される前年で、高度

経済成長期の真っ只中。

当時、急速に市場への普

及が進み、ねじのスタン

ダードとなった十字穴付きねじについて、お客様

をはじめとした関係者に、これをより深く理解し

てもらおうと発刊されたのがはじまりです（1968

年発刊の15号から名称を「日東テクニカルレポー

ト」に変更）。

　創刊号の巻頭言には、毎号続けることで「十字

穴付きねじのハンドブック」になるよう編集して

いくといった、次号以降の編集への意気込みが述

べられており、今にいうファイルマガジン（分冊

百科）的なものにしようとしていた思想があった

ことに驚きます。そして、十字穴付きねじの技術

情報提供を想定しつつも、将来的には当社の研究

開発成果を外部に発信するための媒体として、永

久に続いていくものにしたいとの想いが語られ、

これが現在の最新79号まで発行を重ねてきた、ま

さに原動力となっているのです。

三事業部と研究開発部の
そのときどきの「集大成」
　モノづくりの会社にとって研究・開発は基本の

“キ”、車でいえばエンジンです。

　日東精工にはファスナー事業、産機事業、制御

システム事業の３つの柱があり、それぞれの事業

に技術開発者を配置しています。どんなに優れた

製品を世に出しても、お客様がそれを必要としな

ければ意味をなしません。自己満足のレベルに留

まらず、徹底的にお客様の立場に立ってその要望

に応える。そしてさらにその半歩先、一歩先を視

野に入れるのが真のプロフェッショナルですが、

私ども日東精工は、締結、計測、検査分野における

プロとして、「今日のベストは明日のベター」と

いう考えのもと、日々製品の改良改善に努めてい

ます。臨床経験が豊富なお医者さんが患者さん一

人ひとりに寄り添い、常にベストの道を選択し名

医と呼ばれるように、当社もそのときどきの「最

善」を尽くし、お客様の信頼を得ています。

　さらに、当社には現場に近い技術開発とは別の、

各事業の枠組みにとらわれない、いわば「基礎研

究」に当たる研究開発部があります。ここが既存

1963年の創刊号。
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ー」を設立したのも、いわゆる「脱自前主義」を

進めていくためです。外部の力を得るためには情

報を開示していくことも必要です。厳しい意見や

批判にさらされても、それを真摯に受け止めてい

くことで、より良いものが生まれていきます。

「日東テクニカルレポート」を発行する意味、技

術情報を開示している意義もここにあるのです。

　技術開発はともするとクローズドな環境で終始

してしまいがちですが、技術開発の成果である製

品だけを世に出すだけでなく、完成までにどのよ

うな技術障壁があったのか、技術者の試行錯誤が

あったのか、こういう部分を公開していくことで、

技術開発の成果である製品に対する市場の理解が

深まっていきます。当社に対する信用についても

然り。「日東精工ならしっかりした技術的な裏付

けをもっているから大丈夫」「日東精工なら技術

的な問題が起きても解決できるだろう」と、そう

思っていただけることが、より一層の製品や研究

成果の普及、ひいては当社とお客様相互の事業発

展につながっていきます。

「技術情報」を公開して大丈夫なのかという声が

あるかもしれませんが、屋台骨がしっかりしてい

る自負があり、また日本のモノづくりの発展のた

めにも共有できるものは共有するという想いから、

1963年の創刊号から「国立国会図書館」に献本し、

だれもが閲覧できるようにしています。またこの

「日東テクニカルレポート」が社内の人財教育や

営業活動の一助になっていることはいうまでもあ

りません。

製品のバージョンアップという方向性とは違う、

従来にない新しい価値を創造する役割を担ってい

ます。次代、次々代に向けての技術開発を目指す

部門です。それでも研究開発部は、〈我関せず〉

と他とは別の道を歩むものでなはなく、ファスナ

ー、産機、制御システム事業の技術・開発のサポ

ート、あるいは各事業部連携の仲介、媒介の役割

も担っています。三事業部の知見・経験が新しい

ものを生み出す原動力にもなっているのです。

　つまり、３つの事業それぞれに技術開発者がい

ること、さらに既存事業を離れたところで全体を

俯瞰できる研究開発者がいるということが、当社

日東精工の強みであり、そのときどきの強みの一

端を紹介しているのが、この「日東テクニカルレ

ポート」というわけです。たとえば最新の79号で

は異種金属接合「AKROSE」について、研究開

発部の担当、ファスナー事業の担当がそれぞれの

立ち位置でレポートを発表していますが、執筆者

が多岐にわたっているということが、その強みの

何よりの証といえるでしょう。

市場の理解を深めるために
試行錯誤や技術障壁を公開
　既述のように三事業部、またそれを俯瞰する研

究開発部があることが当社の強みですが、変化が

激しい時代にあっては、他の業界のトップや新規

分野と連携していくことも重要です。このニュー

スレターでも随時紹介していますが、当社では産

学連携やトップ企業とのコラボレーションも積極

的に進めています。2年前に京都大学の平尾一之

名誉教授を社外取締役に迎え、「京都R&Dセンタ

今年7月発行の最新号・通巻79号。
巻頭は堤定美京都大学名誉教授の
寄稿「医療機器に関する国際規格の
動向―医療機器承認基準との関係」。
そのほか研究開発部の八木澤正史・
村田知明による「AKROSEの成形解
析」、ファスナー事業部の山本浩二・
手島政和の「冷間圧造技術を活かし
た異種金属接合技術『AKROSE』の
開発」、産機事業部・坂根圭の「位置
補正カメラ付きねじロボSR565Yθ-
Z‒VRシリーズの開発」、制御システ
ム事業部・白波瀬雅史の「スクリュ
ーポイントに作用する荷重・トルク
計測システムの開発」などを掲載。

「日東テクニカルレポート」は当社の
技術史としての側面をもつ。スカラロ
ボットの国産機を開発し、その量産化
にもいち早く成功した当社として、そ
の後の国内のスカラロボットの発展と
普及に大きく貢献。このスカラロボッ
トの研究は、現在の当社のねじ締めロ
ボット事業の発展にも大きく寄与する
こととなった。
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綾部市市民センターの愛称が
「あやべ・日東精工アリーナ」に！

　日東精工は今秋オープン予定の綾部市市民センタ
ーのネーミングライツ（命名権）を獲得。
　7月29日に綾部市役所で、山崎善也市長と当社代
表取締役材木正己が出席のもと、契約・調印式が行わ
れました。当社では創業以来「地域とともに発展す
る」という基本理念を掲げています。ネーミングライ
ツを通じ、新しい市民
センターの運営をサポ
ートすることで、本社
をおく地元・綾部市の
活動を応援するもので
す。老若男女、幅広い
層の方が利用する公共
施設に当社の冠がつく
ことで、地元の方々に
は日東精工をより身近
なものに感じていただ
ければと願っています。

第54回「地盤工学研究発表会」で
「ジオカルテⅢ SDS typeF」を披露！

　さいたま市ソニックシティで7月16日から18日ま
で開催された「第54回地盤工学研究発表会」（技術展
示コーナー）に、当社制御システム事業部の地盤調
査機「ジオカルテ」を出展しました。最新型「ジオ
カルテⅢ SDS TypeF」は1台でSWS試験とSDS試
験を可能とする地盤調査機ですが、SWS試験結果
をスマホで確認できるジオサイン㈱の新しいシステ
ム「 Geo Web system 」
や、土質判別･地盤解析･
地盤保証を提供するジャ
パンホームシールド㈱と
連携することで、より強
みが発揮できるものです。
地盤工学研究発表会では
3社合同で地盤調査のト
ータルサポートをデモン
ストレーションし、好評
を博しました。

写真上は契約・調印式。山崎善也市長
（左）と材木正己。下の写真は綾部市
駅北に本年10月にオープンする綾部
市市民センター（あやべ・日東精工アリーナ）。

ジオカルテは同クラスでは国内
で圧倒的シェアを誇っており、
ニュージーランドやタイなどと
産学連携を深めるなど海外での
展開も拡充していきます。

From USA 北米南部のお客様満足度１２０％に向けて、
テネシー州経済開発庁長官と会談

　日東精工の連結子会社であるNITTO SEIKO AMERICA CORP.
（以下NSA社）は、北米のミシガン州に本社、テネシー州に支
店を構え、自動ねじ締め機、ねじ締めロボットの販売を主力と
して順調に業績を伸ばしています。
　NSA社は自動車関連企業を主要顧客としており、自動車関連
の工場が集中する南部地域のお客様から、更なるサポート体制
を強く熱望されております。その期待に応えるべく、この度、
当社代表取締役社長材木正己がテネシー州経済開発庁を訪れ、
経済開発庁長官のロルフ氏（写真左）並びに副長官のボーデン
氏（写真右）とテネシー支店の今後のビジネスプランについて会談を行いました。南部地域のビジネ
スにおけるテネシー州の魅力を確認するとともに、NSA社の事業計画を説明し、今後の両者の発展に
向けてともに協力して取り組むことで一致しました。
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f r o m 社 長 室 正 己 語 録 �

秘密が漏れるのは案外、自分からかもしれない!?
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　日東精工本社のある綾部では毎年「あやべ水無月
まつり」が開催され、今年も7月27日に由良川では
夕刻の「万灯流し」に続いて、夜には4000発の花
火が打ち上げられました。当社はこの花火大会を特
別協賛しているほか、同まつりで開催される「よさ
こい（良さ来い）」にも、若手中心のチーム「日東
よさこい連」で積極的に参加をしています。これか
らも夏の風物詩を守り、伝統を次代へつなぐ活動を
サポートしていきます。

夏の花火と、よさこいと
連載�

あやべ  ちょっと寄り道
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